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本
年
発
生
し
た
六
件
の
死
亡
事
故
を

状
況
別
に
見
て
み
る
と
、
原
付
・
自
動

二
輪
車
運
転
中
が
そ
れ
ぞ
れ
二
件
、
友

人
の
自
動
二
輪
車
同
乗
中
が
一
件
、
自

転
車
運
転
中
が
一
件
と
な
っ
て
い
る
。

原
付
・
自
動
二
輪
車
で
の
事
故
は
、

交
差
点
内
で
対
向
車
と
の
衝
突
に
よ
る

も
の
が
多
い
が
、
な
か
に
は
、
道
路
脇

の
縁
石
や
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
に
自
ら
衝
突

し
た
も
の
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
入
学
式
当
日
に
新
入
生
が
原

付
無
免
許
で
死

亡
す
る
と
い
う

事
故
も
起
き
て

い
る
。自

転
車
事

故
の
一
件
は
、

横
断
歩
道
を
横

断
中
に
乗
用
車
に
は
ね
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。昨

年
（
平
成
十
七
年
）
の
死
亡
者
数
は
、

前
年
比
七
名
増
加
の
延
べ
十
二
名
を
記
録

し
た
。
平
成
十
四
年
の
十
七
名
を
ピ
ー
ク

に
二
年
連
続
し
て
減
少
し
て
い
た
も
の
が

一
転
し
、
本
年
も
増
加
の
傾
向
を
見
せ
て

い
る
。
事
故
件
数
が
減
り
続
け
て
い
る
な

か
、
死
亡
事
故
の
増
加
に
つ
い
て
は
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
相
手
が

死
傷
す
る
と
い
う
、
自
転
車
に
よ
る
加
害

事
故
も
多
く
発
生
し
て
お
り
、
充
分
な
指

導
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

各
校
に
お
い
て
、
原
付
・
自
動
二
輪
車

に
つ
い
て
の
指
導
体
制
を
も
う
一
度
見
直

す
と
と
も
に
、
登
下
校
を
含
め
た
自
転
車

の
安
全
な
利
用
に
つ
い
て
も
、
正
確
な
実

態
把
握
と
適
切
な
指
導
が
望
ま
れ
る
。

県
警
発
表
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
平
成
十
八
年
五
月
末
現
在
、
県
内
高
校
生
の
交

通
事
故
発
生
件
数
は
一、〇
五
九
件
で
あ
り
、
前
年
の
同
時
期
と
比
べ
、
一
七
九
件

減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
死
亡
者
数
は
六
名
と
な
っ
て
お
り
、
平

成
十
七
年
中
（
一
月
〜
十
二
月
）
の
死
亡
者
数
が
対
前
年
比
七
名
増
加
し
た
こ
と

と
あ
わ
せ
、
交
通
事
故
全
体
が
減
る
中
で
、
死
亡
事
故
の
増
加
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
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今
年
の
五
月
二
十
五
日
の
新
聞
報
道
等
で
、
自
転
車
の

違
反
行
為
に
関
す
る
記
事
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
自
転
車
の
信
号
無
視
や
二
人
乗
り
な
ど
に
対

し
、
再
三
の
警
告
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
、
道
交
法
違
反

で
摘
発
し
、
交
通
違
反
切
符
（
赤
切
符
）
を
切
る
と
い
っ

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
自
転
車
に
は
交
通
反
則
金
の
適
用

が
な
い
た
め
、
違
反
し
た
高
校
生
が
道
交
法
違
反
の
非
行

事
実
で
摘
発
さ
れ
、
家
裁
に
送
致
さ
れ
た
と
い
う
報
道
も

あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
四
月
に
警
察
庁
交
通
局
が
ま
と
め
た
「
交
通
安

全
対
策
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
る
と
、
重
点
的
取
組
み

と
し
て
「
悪
質
自
転
車
対
策
〜
自
転
車
と
歩
行
者
と
の
事

故
の
減
少
〜
」
が
揚
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
項
目
の
ひ
と
つ
に
「
自
転
車
利
用
者
に
よ
る
交
通

違
反
の
指
導
取
締
り
の
強
化
」
が
あ
り
、「
自
転
車
利
用

者
に
よ
る
交
通

違
反
に
つ
い

て
、
指
導
警
告

活
動
を
従
来
以

上
に
強
力
に
推

進
す
る
。特
に
、

酒
酔
い
運
転
、

信
号
無
視
、
一

時
不
停
止
、
無

灯
火
等
の
悪
質
・
危
険
な
違
反
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
検

挙
す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
処
分
に
つ
い
て
法
務
省
等
関

係
機
関
と
連
携
を
密
に
す
る
。」
と
あ
り
ま
す
。

神
奈
川
県
警
察
で
も
「
街
頭
に
お
け
る
交
通
指
導
取
締

り
の
強
化
」
と
い
う
項
目
の
中
で
、「
自
転
車
利
用
者
に

よ
る
交
通
違
反
に
つ
い
て
、
交
通
安
全
だ
け
で
な
く
犯
罪

を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
積
極
的
な
声
掛
け
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
指
導
警
告
に
従
わ
な
い
悪
質
性
の
高
い
自
転

車
利
用
者
に
対
し
て
、
積
極
的
な
取
締
り
を
行
い
ま
す
。」

と
の
こ
と
で
す
。

県
内
高
校
生
の
自
転
車
事
故
が
激
増
し
て
い
ま
す
。
自

転
車
は
車
両
に
位
置
づ
け
ら
れ
、「
く
る
ま
社
会
」
の
一

員
と
し
て
法
規
を
遵
守
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

自
他
と
も
に
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
自
転
車
に
関
す
る

マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各
校
で

も
自
転
車
の
安
全
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
指
導
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
に
各
校
四
部
配
付
さ
れ
た
「
こ
れ
か
ら

の
交
通
安
全
　
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
編
」
が
本
年
度
増
刷
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
本
は
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
多
面
的
な
学
習
が
可

能
な
内
容
で
あ
り
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
活
用

で
き
る
よ
う
に
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

見
開
き
で
一
つ
の

項
目
を
学
習
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お

り
、「
本
文
」
を
読

み
な
が
ら
、〔

〕

内
に
そ
の
ペ
ー
ジ
で

重
要
な
用
語
「
Ｋ
Ｅ
Ｙ
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
」
を
入
れ
て
い
き
、

内
容
を
確
認
し
ま
す
。
そ
し
て
、「
考
え
て
み
よ
う
」
で

生
徒
自
身
が
考
察
し
ま
す
。

第
六
章
「
く
る
ま
と
社
会
（
発
展
学
習
）」
で
は
、
そ

れ
ま
で
の
形
式
と
は
異
な
り
、
討
論
や
「
調
べ
て
み
よ
う
」

を
ヒ
ン
ト
に
、
各
自
の
課
題
を
見
つ
け
て
調
査
、
研
究
に

入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
く
る
ま
社
会
」
の
利
便
性
を

認
め
つ
つ
も
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
、
よ
り
豊
か
で
安
全

な
社
会
を
目
指
す
こ
と
の
で
き
る
生
徒
を
育
成
す
る
た
め

の
交
通
教
育
の
教
材
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
の
交
通
安
全
」
は
各
校
に
十
二
部
、
地
区

の
交
通
安
全
教
育
担
当
者
会
議
で
配
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

有
効
な
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
安
全
教
育
の
資
料
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
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